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『いせはら　くらし安心メール』の
配信登録や閲覧は、市ホームページから

伊勢原市市公式
ホーム
ページ 伊勢原市は令和3年3月1日に

市制施行50周年を迎えました

2面･･･市制施行50周年記念表彰　 4・5面･･･市制施行50周年記念特別対談

市制50周年キャッチフレーズ｢つな
がる つなげる 伊勢原のひとコマ｣を
テーマに、市民の皆さんから寄せられ
た写真と市の広報写真を加えた計3535
枚を組み合わせ、日本遺産｢大山詣り｣
を描いた歌川豊国作の浮世絵｢大

お お

當
あたり

大
た い

願
が ん

成
じょう

就
じ ゅ

有
あ り

が瀧
た き

壷
つ ぼ

｣が浮かび上がるモザ
イクアートを制作しました。

家族や友人と過ごす日常や大切な思

い出、四季折々の風景、地域の行事と
いった伊勢原ならではの一コマ一コマ
が、50年の節目を祝うアート作品の構
成要素になっています。

完成した作品は市役所1階ロビーで
展示するほか、市ホームページで応募
した写真と添えられたメッセージをご
覧になれます。

経営企画課 94-4845

令和3（2021）年 No.12173月1日

新型コロナウイルス感染症の影響で、掲載している内容が変更となっている場合があります

東海大学医学部付属病院 病院長メッセージ
裕がありましたが、第3波では患者が急増
し、医療体制のひっ迫が続いています。

重症患者のケアには多くのスタッフが必
要となります。最近では徐々に新規感染者
が減少し、搬送依頼も落ち着いてきました
が、まだまだ綱渡りの状態です。

若い人でも味覚・嗅覚障がい、倦
けん

怠
たい

感の

新型コロナウイルス感染症が国内で確認
されてから1年が経過しました。私たち医
療従事者も、ここまで流行が長引き、世界
の社会情勢をも変えてしまうとは、全く想
像していませんでした。

当院では、重症患者を中心とした治療を
行っています。第1、2波ではある程度の余

持続などの後遺症が報告され
ています。皆さまの健康のた
め、医療体制の現状をご理解
いただき、引き続き感染リス
クを低減させる行動をお願い
します。

東海大学医学部付属病院 渡辺　雅彦 病院長

～市制施行50周年記念事業 みんなの写真で｢モザイクアート｣が完成～
煌めく一瞬、芸術に
き　ら



２第1217号　令和3（2021）年3月1日

　この時季は強風で火災の被害が広がる傾向があります。特に山火事はいった
ん発生すると容易に消火できず、その後の回復に年月を要します。緑豊かな伊
勢原の森林を火災から守るため、火気の取り扱いに十分注意しましょう。
　期間中は全国で「山火事予防運
動｣「車両火災予防運動」が併せて
実施されます。消防署では、消防
車による巡回広報、啓発ポスター
や看板の掲出をします。

｢

固
定
資
産
の
評
価
替
え｣

を
行
い
ま
す

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
土
地
や
家
屋
、
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
か
か
る

税
金
で
す
。
固
定
資
産
の
評
価
は

総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評

価
基
準
に
基
づ
い
て
、
市
が
行
い

ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
３
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
評
価
替
え
の
年
で
す
。

現
在
、
土
地
と
家
屋
の
評
価
額
の

見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
評
価
額
は
、
土
地･

家
屋

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
や
土
地･

家
屋

名
寄
帳
の
閲
覧
、
５
月
１
日
付
け

で
発
送
予
定
の
納
税
通
知
書
に
同

封
す
る
課
税
明
細
書
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

土
地
の
評
価

　

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
の
利

用
状
況
と
、
評
価
替
え
基
準
年
度

の
価
格
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。
評

価
替
え
基
準
年
度
の
価
格
は
、
価

格
調
査
基
準
日
で
あ
る
２
年
１
月

１
日
の
地
価
公
示
価
格
や
不
動
産

鑑
定
価
格
な
ど
を
基
に
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
評
価
額
に
は
、
固
定

資
産
評
価
基
準
に
よ
り
２
年
１
月

１
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
地
価

変
動
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

家
屋
の
評
価

　

再
建
築
価
格（
同
様
の
家
屋
を

現
時
点
で
新
築
し
た
場
合
に
か
か

る
建
築
費
）に
、
３
年
間
の
物
価

変
動
を
反
映
し
た
再
建
築
費
評
点

補
正
率（
基
準
年
度
ご
と
に
設
定
）

と
経
年
減
点
補
正
率（
築
年
数
に

よ
る
減
価
率
）に
よ
る
補
正
が
行

わ
れ
、評
価
額
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

建
築
物
価
の
変
動
を
考
慮
す
る

た
め
、
計
算
上
は
家
屋
の
評
価
額

が
上
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
場
合
に
は
前
年
度
の
評

価
額
に
据
え
置
く
措
置
を
と
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
評
価
替
え

年
度
で
も
建
築
物
価
の
上
昇
に
よ

り
評
価
額
が
下
が
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▪担
資
産
税
課
薀
74-

５
４
６
２（
土

地
）薀
74-

５
４
６
９（
家
屋
）

住宅火災を防ぐポイント
　市内では今年に入って住宅火災が多
発し、死傷者も発生しています。次の
ことを心がけながら、火災予防の徹底
をお願いします。
◇寝たばこは絶対にやめる
◇ストーブは燃えやすい物から離す
◇コンロから離れるときは火を消す
◇住宅用の火災警報器や消火器を設置
◇寝具やカーテンは燃えにくい素材に
◇隣近所で協力し合える関係づくりを

▪担消防本部予防課薀95-2117

市内の火災発生状況�（　）内は前年比
種　別 令和2年件数
建　物 16（＋6）
林　野 1（－1）
車　両 4（＋1）
その他 8（－4）
計 29（＋2）

春季火災予防運動3/1～7

市
長
表
彰

●
功
労
表
彰

◇
國
島
正
富（
元
市
議
会
議
員
）◇

前
田
秀
資（
同
）◇
故・尾
登
誠（
元

学
校
嘱
託
医
）◇
松
木
茂
樹（
同
）

◇
齋
藤
て
る
み（
元
学
校
嘱
託
薬

剤
師
）◇
高
橋
良
二（
同
）◇
原
広

子（
同
）◇
堀
口
雅
巳（
同
）◇
秋
山

順
造（
元
保
護
司
）◇
舞
出
ク
ニ
子

（
同
）

●
功
績
表
彰

【
個
人
】

◇
飯
田
博（
元
自
治
会
連
合
会
会

長
）◇
秋
澤
孝
則（
学
校
嘱
託
医
）

◇
東
邦
彦（
同
）◇
松
井
純
一（
同
）

◇
山
田
不
二
子（
同
）◇
山
田
昌
弘

（
同
、
元
保
育
園
嘱
託
医
）◇
吉
澤

直（
学
校
嘱
託
医
）◇
石
倉
英
治

（
学
校
嘱
託
歯
科
医
）◇
鎌
田
信
行

（
同
）◇
久
保
田
顕
正（
同
）◇
藤
井

敏
朗（
同
）◇
脇
靖
男（
学
校
嘱
託

薬
剤
師
）◇
伊
藤
康
雅（
元
保
育
園

嘱
託
歯
科
医
）◇
大
津
輝
久（
元
生

活
保
護
嘱
託
歯
科
医
）◇
佐
藤
五

十
男（
元
生
活
保
護
嘱
託
精
神
科

医
）◇
小
高
良
治（
元
監
査
委
員
、

元
伊
勢
原
工
業
団
地
協
同
組
合
理

事
長
）◇
増
田
隆
一
郎（
元
消
防
運

営
委
員
会
委
員
、
元
ス
ポ
ー
ツ
推

進
審
議
会
委
員
）◇
松
木
秀
明（
元

環
境
対
策
審
議
会
委
員
）◇
松
村

有
二（
同
）◇
吉
羽
雅
昭（
同
）◇
加

市
制
施
行
50
周
年
記
念
表
彰

　
３
月
１
日
は
市
制
記
念
日
で
す
。

　
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
、

各
分
野
で
功
労･
功
績
の
あ
っ
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

藤
仁
美（
元
都
市
計
画
審
議
会
会

長
）◇
故･

宮
森
孝
史（
元
青
少
年

育
成
審
議
会
委
員
）◇
故･

佐
藤
健

（
元
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）◇

清
水
擴（
同
）◇
故･

安
藤
政
江（
元

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）◇
石
田
良

夫（
同
）◇
岩
本
功（
同
）◇
佐
藤
惠

子（
同
）◇
故･

鳥
海
喜
代
一（
同
）

◇
松
野
康
昌（
同
）◇
山
田
幸
男

（
同
）◇
小
澤
光
孝（
元
市
史
編
さ

ん
委
員
会
委
員
）◇
永
井
治
子（
同
）

◇
山
﨑
一
郎（
元
社
会
福
祉
審
議

会
委
員
、
元
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
役
員
）◇
西
原
留
美
子（
元
障
害

支
援
区
分
判
定
審
査
会
委
員
）◇

吉
川
政
夫（
元
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審

議
会
委
員
）◇
大
谷
信
次（
元
青
少

年
相
談
室
補
導
員
）◇
小
川
純
司

（
同
、
元
青
少
年
指
導
員
）◇
加
藤

節
子（
同
）◇
青
木
清
德（
元
青
少

年
指
導
員
）◇
上
田
金
二（
同
）◇

内
田
光
一（
同
）◇
大
津
裕
治（
同
）

◇
亀
井
善
夫（
同
）◇
故･

草
田
智

（
同
）◇
葛
間
茂
久（
同
）◇
近
藤
文

敏（
同
）◇
髙
田
加
代
子（
同
）◇
高

橋
隆
志（
同
）◇
瀧
本
隆
夫（
同
）◇

長
谷
満
生（
同
）◇
能
條
節
也（
同
）

◇
門
奈
美
智
子（
同
）◇
山
口
光
義

（
同
）◇
渡
部
裕
隆（
同
）◇
旗
川
英

明（
元
伊
勢
原
市
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
）◇
山
田
信
昭

（
同
）◇
東
井
克
夫（
元
商
工
会
会

長
、
元
観
光
協
会
副
会
長
）◇
立

川
公
洋（
元
商
工
会
副
会
長
）◇
関

征
四
郎（
元
商
工
会
役
員
）◇
田
中

洋
二（
同
）◇
内
山
俊
樹（
元
県
金

属
プ
レ
ス
工
業
協
同
組
合
役
員
）

◇
守
屋
昭（
元
森
林
組
合
代
表
理

事
組
合
長
）◇
布
施
秋
男（
同
）◇

小
澤
彰
吾（
元
消
防
団
員
）◇
加
藤

重
治（
同
）◇
秋
山
武
夫（
元
防
犯

指
導
員
）◇
小
泉
森
三（
同
）◇
三

川
光
弥（
同
）◇
石
井
武
男（
元
遺

族
会
会
長
）◇
中
村
通
雄（
同
）◇

齋
藤
絹
江（
元
民
生
委
員･

児
童
委

員
）◇
髙
橋
靜
江（
同
）◇
秋
山
壽

志（
元
人
権
擁
護
委
員
）◇
倉
品
満

洲
男（
同
）◇
鮫
島
奉
生（
元
保
護

司
）◇
清
水
忠
男（
同
）◇
能
條
幸

夫（
同
）◇
須
藤
宣
弘（
元
秦
野
伊

勢
原
医
師
会
会
長
）◇
木
村
直
也

（
元
人
権
施
策
推
進
委
員
）◇
森
岡

忠
生（
同
）◇
石
井
洋
子（
元
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
）◇
影
浦
寿

満
子（
同
）◇
木
下
朝
滋（
同
）◇
近

藤
哲
朗（
同
）◇
佐
野
静
江（
同
）◇

佐
藤
善
雄（
元
体
育
協
会
役
員
）◇

安
倍
正
弘（
元
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
役
員
）◇
池
田
敏
昭（
同
）◇

谷
口
和
昭（
同
）◇
市
川
傑（
元
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
役
員
）

【
団
体
】

◇
伊
勢
原
市
文
化
財
協
会

●
感
謝
状

◇
伊
勢
原
手
づ
く
り
絵
本
の
会
◇

キ
ス
ゲ
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
◇
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
伊
勢
原

●
技
能
功
労
者
表
彰

【
卓
越
技
能
者
表
彰
】

◇
内
田
幸
夫（
内
田
工
務
店
）

【
優
秀
技
能
者
表
彰
】

◇
岡
田
良
則（
岡
田
工
務
店
）◇
柏

木
優
斗（
柏
木
工
務
店
）◇
川
村
昌

志（
冨
士
電
線
伊
勢
原
工
場
）

●
企
業
優
良
従
業
員
表
彰

【
精
勤
表
彰
】

◇
石
渡
敏
弘（
グ
ン
ゼ
高
分
子
）◇

田
中
実（
ニ
ッ
パ
ツ
機
工
）◇
松
井

豊（
常
磐
製
作
所
）◇
小
清
水
誠
二

（
丹
野
設
備
工
業
所
）◇
近
藤
喜
光

（
八
重
椿
本
舗
）◇
宮
腰
英
明（
磯

崎
絞
製
作
所
）◇
階
上
慎
太
郎（
ユ

ニ
テ
ッ
ク
）◇
平
田
嘉
明（
三
光
工

業
）◇
石
田
若
菜（
望
星
薬
局
）

●
ス
ポ
ー
ツ
賞

【
個
人
】

◇
内
田
航
貴（
ゴ
ル
フ
）◇
伊
藤
啓

一（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）◇
大
中
和
彦

（
同
）◇
石
川
優（
陸
上
）◇
二
宮
綾

音（
同
）◇
大
野
悠
翔（
駅
伝
）◇
田

中
大
地（
空
手
道
）◇
大
久
保
海

（
ゴ
ル
フ
）◇
羽
賀
龍
之
介（
柔
道
）

◇
齋
藤
花
菜（
サ
ッ
カ
ー
）

●
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

【
個
人
】

◇
中
野
怜
貴（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

【
団
体
】

◇
石
田
Ｊ
Ｖ
Ｃ（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

●
青
少
年
善
行
表
彰

【
個
人
】

◇
田
中
友
理（
横
浜
美
術
大
３
年
）

◇
佐
々
木
夢
歩（
桜
台
小
５
年
）◇

鈴
木
ゆ
め
か（
同
）◇
細
川
香
澄

（
同
）◇
武
藤
心
音（
桐
蔭
学
園
高

３
年
）◇
崎
川
優
太（
神
奈
川
工
業

高
１
年
）◇
田
口
晴
己（
中
央
農
業

高
１
年
）

【
団
体
】

◇
下
小
稲
葉
子
ど
も
会

教
育
委
員
会
表
彰

●
学
校
教
育

◇
野
地
暁（
学
校
嘱
託
医
）◇
北
村

政
昭（
学
校
嘱
託
歯
科
医
）

●
社
会
教
育

◇
石
田
精
吾（
伊
勢
原
美
術
協
会

会
長
）◇
故･

石
上
宏
榮（
元
文
化

団
体
連
盟
理
事
）◇
故・
佐
藤
健

（
元
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）◇

永
井
治
子（
市
史
編
さ
ん
委
員
会

委
員
）◇
小
澤
光
孝（
市
史
編
さ
ん

委
員
会
委
員
）◇
南
部
満
里（
児
童

館
指
導
員
）◇
齋
藤
敏
恵（
同
）◇

神
﨑
久
美
子（
同
）◇
故･

安
藤
政

江（
元
児
童
館
指
導
員
）◇
三
竹
悟

史（
青
少
年
相
談
室
補
導
員
）◇
関

征
四
郎（
体
力
づ
く
り
振
興
会
委

員
）◇
山
本
勝
利（
同
）◇
小
玉
徹

（
同
）

商
工
会
長
表
彰

●
企
業
優
良
従
業
員
表
彰

◇
松
村
裕
貴（
葵
ロ
ー
ル
）◇
奥
村

敏
永（
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川

秦
野･

伊
勢
原
局
）◇
高
橋
哲
夫

（
酒
井
薬
品
伊
勢
原
営
業
所
）◇
渡

邉
薫（
パ
ル
音
楽
産
業
）◇
足
立
豊

（
進
士
製
作
所
）◇
椿
和
代（
佐
野

製
菓
）◇
浮
瀬
義
治（
三
光
工
業
）

◇
山
田
直
史（
冨
士
電
線
伊
勢
原

工
場
）◇
堀
口
正
貴（
イ
デ
ヤ
）◇

熊
澤
克
彦（
千
代
田
工
業
）◇
今
彰

久（
め
ぐ
り
）◇
岡
本
卓
也（
シ
テ
ィ

ア
ク
セ
ス
相
模
）◇
内
山
攻（
伊
勢

原
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）



優先順位および対象者 3月 4月 5月以降

① 医療従事者など[県が実施]
�　新型コロナウイルス感染症患者（疑い
を含む）に直接医療を提供する施設の医
療従事者や救急隊員、保健所職員など

② 令和3年度中に65歳以上になる人
　昭和32年4月1日以前に生まれた人

③ 基礎疾患を有する人
　慢性の呼吸器の病気、心臓病、腎臓病、
肝臓病、糖尿病、神経疾患、睡眠時無呼
吸症候群、高血圧、BMI 30以上の肥満
など
④ 高齢者施設などの従事者
⑤ 60～64歳の人
⑥ ①～⑤以外の人 
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健康・子育て健康・子育て健康・子育て

　受診を希望する人は、事前に電話（薀93-5019）でご連絡
ください。
受付日時　3月28日までの日曜日、祝日
　　　　　�午前9時～11時30分、午後2時～4時30分
開設場所　伊勢原シティプラザ救急入口玄関前

休日夜間急患診療（1次救急）
伊勢原2丁目7-31　伊勢原シティプラザ内

かながわ小児救急ダイヤル
薀045-722-8000　18：00〜24：00（年中無休）

診療所名 区　分 診療受付時間

休日夜間急患診療所
薀93-5019
内科･小児科･外科

休日
（日曜日･祝日）

 9：00～11：30
14：00～16：30

夜間
（休日を含む毎日） 19：30～22：45

休日歯科診療所
薀95-3121

休日
（日曜日･祝日）

 9：00～11：30
13：00～16：30

※�眼科･耳鼻咽喉科（9：00～16：30）と2次救急の当番医は、
消防署（薀95-2119）へお問い合わせください

感染症予防の徹底をお願いします緊急事態宣言発出中

　自分自身や家族、友人の命を守るため、一人一人が強い危機感を持ち、感染拡大防止に協力をお願いします。
　「マスク着用」「距離の確保」「手洗い･消毒」｢小まめな換気｣といった基本的な予防対策に加え、昼夜問わず、生活に必要な場合を除いた不要不急の外
出は控えましょう◇市長メッセージを市ホームページに随時掲載しています。トップページからご覧になれます
▪担健康づくり課薀92-1119

ワクチン接種に関するお知らせ

家庭、職場、学校内での感染を防ごう

発熱･せき･のどの痛みがあるときは

日曜日､ 祝日に発熱外来を設置しています

新型コロナウイルスワクチンコールセンターを開設
　ワクチン接種に関する一般的な質問を受けます。治療
中の病気や服薬との関連などは、かかりつけ医にご相談
ください。
電話番号　0570-090-655
受付時間　平日の午前8時45分～午後5時

　市では、国の指示や県との調整を行い、ワクチンの供給が可能となったときに速やか
に接種が行えるよう、準備を進めています。現時点では、接種時期や接種場所について
は未定です。市ホームページや広報で随時お知らせしていきます。
接種の方法
　市内に住民登録がある人は、市から接種券を送付しますので、予約のうえ接種券を持
参して受けます。接種券は、3月下旬以降、65歳以上の人から順に送付予定です。
接種の優先順位とスケジュール

（2月19日現在）

　同じ建物内で活動する人同士は、接触する機会や共通し
て使用する物品が多く、感染が広がりやすい傾向がありま
す。家族や仕事仲間、クラスメートの間でも、次のことに
注意しましょう。
◇できるだけ全員がマスクを使用する
◇小まめに手洗い・手指消毒をする
◇日中はできるだけ換気をする
◇取っ手、ノブなど共用する部分を消毒する
◇食べるときだけマスクを外す｢マスク会食｣や一人で食べ
る｢個食｣、黙って食べる｢黙食｣を心がける
◇歯みがきは時間をずらし、口を閉じてみ
がくなど飛

ひ

沫
まつ

が飛ばないように気を付ける
◇ごみは密閉して捨てる

Ｑ1　接種にはお金がかかるの？
Ａ1　無料です。接種にかかる費用は全額公費負担です。
Ｑ2　マイナンバーカードは必要ですか？
Ａ2　必要ありません。マイナンバーが分からなくても接種できます。
Ｑ3　必ず接種しなくちゃいけないの？
Ａ3　�接種は強制ではありません。ワクチン接種による感染症予防の効果と副反応

のリスクについて理解したうえで、自らの意思で受けていただきます。

▪担健康づくり課薀94-4616

休日歯科診療所で歯周病検診、妊婦歯科検
診を受けられます
歯周病検診対象者には受診お知らせハガキ、妊
婦歯科検診対象者には受診券を配布していま
す。事前に医療機関へご連絡ください。

　まずは、かかりつけ医に相談し、受診できない場合は県
の発熱等診療予約センターにお問い合わせください。
電話番号　0570-048914�または薀045-285-1015
受付時間　毎日午前9時～午後9時
※PCR検査の予約はできません。受診予約以外の相談は
県専用ダイヤル（薀0570-056774 薀045-285-0536、感染や医
療に関することは24時間受付）へ

体制確保
順次接種

体制確保
順次接種

接種券
郵送

接種券
郵送

接種体制の準備
（会場確保など）
接種券の発行準
備･印刷

接種体制の準備（会場確保など）
接種券の発行準備･印刷

市内の患者発生状況
患者数（累計） 279人
※2月19日現在

項　目 対　　象 日程･受付時間

4カ月児
� 健康診査 令和2年11月�1日～15日生 3/ 9（火） 12：30～　13：30

7カ月児
� 健康相談

令和2年�7月�1日～15日生 3/ 5（金）  9：15～
　10：15令和2年�7月16日～31日生 3/12（金）

お誕生日前
� 健康診査

満10カ月～誕生日前日に、指定した医療機
関で受診。受診票は医療機関にあります。

1歳6カ月児
� 健康診査

令和元年�8月16日～31日生 3/ 5（金）

12：30～
　13：30

令和元年�9月�1日～15日生 3/12（金）

2歳児歯科
� 健康診査

平成31年�3月�1日～15日生 3/ 4（木）

平成31年�3月16日～31日生 3/11（木）

3歳児
� 健康診査 平成30年�2月16日～28日生 3/10（水）

1歳6カ月児健康診査と2歳児歯科健康診査は歯
ブラシ、3歳児健康診査は歯ブラシと視聴覚ア
ンケートをお持ちください▪場伊勢原シティプラ
ザ（お誕生日前健康診査を除く）▪費無料

乳幼児健康診査･相談� 3/4～12実施分
母子健康手帳と健康診査票、バスタオルのほか、

ごっくん離乳食教室
4～6カ月児の楽しい離乳食の進め方を学ぶ。親
のみ試食あり▪時3月15日（月）午後1時～2時30分
（受付は午後0時45分～）▪場市役所分室▪定15人（申
込順）

▪担子育て支援課薀94-4637

Ｑ A&

｢かかりつけ医｣｢かかりつけ歯科医｣
｢かかりつけ薬局｣を持ちましょう

※�休日夜間急患診療所・休日歯科診療所受診後は、
必ずかかりつけ医を受診してください
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伊
勢
原
と
首
都
圏
、
箱
根
を
結
び
、
本
市
の
発
展
を
大
き
く
支
え
て

き
た
小
田
急
電
鉄
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
伊
勢
原

へ
の
思
い
や
将
来
像
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

※
撮
影
の
た
め
、
一
時
的
に
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す

市
制
施
行
50
周
年
記
念

特
別
対
談

力
を｢

連
結｣

し
、「
新
し
い
伊
勢
原
」へ
出
発
進
行

代
移
動
サ
ー
ビ
ス「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
マ
ー

ス
）」ア
プ
リ
の「
Ｅ
Ｍ
ｏ
ｔ（
エ
モ
ッ

ト
）」を
展
開
し
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ

ト
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
大
山
地
区

で
も
昨
年
秋
か
ら
先
月
末
に
か
け

て
、
こ
れ
を
活
用
し
た「
丹
沢
・
大

山
ヘ
ル
シ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
実
施

し
ま
し
た
。

髙
山　

時
代
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ

う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

力
を
合
わ
せ

　
ま
ち
の
元
気
を
創
る

髙
山　
令
和
９（
２
０
２
７
）年
に
小

田
急
電
鉄
は
開
業
１
０
０
周
年
を
迎

え
ら
れ
ま
す
。
本
市
が「
将
来
に
わ

た
っ
て
輝
き
続
け
る
ま
ち
」で
あ
る

に
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必

要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

大
須
賀　

二
つ
の
提
案
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
大
山
観
光
の
さ
ら
な

る
認
知
度
ア
ッ
プ
で
す
。
八
つ
の
主

要
な
参
詣
道
の
ほ
か
、
落
語
や
歌
舞

伎
、
浮
世
絵
の
題
材
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
興
味
深
い
歴
史
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
見
た
り
体

験
で
き
た
り
す
る「
大
山
歴
史
館
」の

よ
う
な
場
所
が
、
伊
勢
原
駅
に
隣
接

し
て
あ
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

　

も
う
一
つ
は
市
の
発
展
に
向
け
た

提
案
で
す
。
高
度
経
済
成
長
期
、
日

本
の
急
速
な
発
展
の
ベ
ー
ス
が
東
京

一
極
集
中
で
し
た
。
私
を
含
め
、
全

国
各
地
か
ら
首
都
圏
に
人
が
流
れ
込

み
ま
し
た
。
伊
勢
原
に
住
み
な
が

ら
、
仕
事
も
遊
び
も
生
活
の
ほ
と
ん

ど
が
都
心
だ
っ
た
人
の
こ
と
を
、
私

は「
伊
勢
原
都
民
」と
呼
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
多
く
が
今
、
現
役
を
退
い

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
々
に
真
の

「
伊
勢
原
市
民
」に
な
っ
て
い
た
だ
い

て
、
地
域
の
発
展
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
知
識
や
経
験
を
生
か
し

た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
山　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
制

施
行
50
周
年
を
迎
え
た
伊
勢
原
市
、

そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を

お
願
い
し
ま
す
。

大
須
賀　
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
や
大
山
を
中
心
と
し
た
観
光
に

よ
る
ま
ち
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組

み
、「
新
し
い
伊
勢
原
」へ
と
進
化
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
小
田
急

は
伊
勢
原
市
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

め
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
私
た
ち
小
田
急
グ
ル
ー
プ
を
生

活
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
い
た
だ

き
、
一
緒
に
よ
り
良
い
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

髙
山　
本
市
が
こ
れ
ま
で
発
展
で
き

た
の
は
、
小
田
急
グ
ル
ー
プ
の
お
力

添
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
さ
ら
に

便
利
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
る

よ
う
、
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

大
須
賀　
福
岡
県
も
農
業
や
園
芸
が

盛
ん
で
す
。
生
産
量
で
洋
ラ
ン
が
全

国
１
位
、
小
麦
と
イ
チ
ゴ
が
２
位
、

大
豆
、
春
菊
、
バ
ラ
が
４
位
で
す
。

と
も
に
気
候
や
水
、
土
に
恵
ま
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
大
山
や
日
向
薬
師
、
比
々

多
神
社
の
あ
る
伊
勢
原
市
に
対
し
、

福
岡
県
に
は
邪
馬
台
国
伝
説
や
元げ
ん

寇こ
う

の
遺
跡
、
太
宰
府
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
人
で
い
え
ば
太
田
道
灌
に
対
し

て
黒
田
官
兵
衛
で
し
ょ
う
か
。
双
方

と
も
古
く
か
ら
歴
史
・
文
化
の
拠
点

だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
伊
勢
原
市
に
は
全
国
か

ら
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
が
集
う「
大
山

登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」が
、
福
岡
県

に
は「
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」が

あ
り
ま
す
。
お
互
い
ス
ポ
ー
ツ
も
盛

ん
で
す
ね
。

髙
山　
大
都
市
で
あ
る
福
岡
と
意
外

な
共
通
点
が
あ
り
、
驚
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
観
光
拠
点

　
「
大
山
」を
知
っ
て
ほ
し
い

髙
山　
大
山
は「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ

リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」に
紹

介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
大
山
詣
り
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
平
成
28（
２
０
１

６
）年
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
県
で
は
、
横
浜
・
箱

根
・
鎌
倉
に
次
ぐ「
新
た
な
観
光
の

核
」の
候
補
に
大
山
地
域
を
認
定
し

て
お
り
、
今
後
も
国
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
で
し
ょ
う
。

大
須
賀　
平
地
か
ら
あ
が
め
る
山
を

神
と
し
て
敬
う
風
習
の
あ
る
日
本
人

に
と
っ
て
、
大
山
は
古
く
か
ら
信
仰

の
対
象
で
あ
り
、
現
在
も
日
帰
り
観

光
が
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
大
変
人

気
が
あ
り
ま
す
。
豆
腐
料
理
に
い
の

し
し
鍋
、
そ
ば
も
お
い
し
い
で
す

ね
。
新
東
名
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
も
で
き
、
さ
ら
に
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

髙
山　
認
知
度
が
向
上
し
て
お
り
、

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

近
年
、
小
田
急
グ
ル
ー
プ
で
も

「
大
山
、
ふ
た
た
び
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
伊
勢
原
駅
や
大
山
の
Ｐ
Ｒ
に
対

し
て
非
常
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
須
賀　
伊
勢
原
駅
は
、

市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

自
由
通
路
整
備
事
業
に
着

手
さ
れ
、
完
成
し
た
平
成

21（
２
０
０
９
）年
に
は
市

役
所
駅
窓
口
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
店
舗

な
ど
も
充
実
し
、
翌
年
に

は
観
光
案
内
所
も
で
き
て

使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駅
の
北
口
で
物
販
イ
ベ
ン

ト「
伊
勢
原
う
ま
い
も
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」を
市
と
共
催
す
る
な
ど
、

食
文
化
の
発
信
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

髙
山　
今
後
、
駅
周
辺
の
さ
ら
な
る

魅
力
向
上
に
も
励
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

産
学
官
が
連
携
し

　
よ
り
便
利
な
駅
に

髙
山　
伊
勢
原
駅
が
昭
和
２（
１
９

２
７
）年
に
開
業
し
て
以
来
、
ま
ち

の
発
展
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
平
成
28（
２
０
１
６
）年
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
待
望
の
特
急
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
の
常
時
停
車
駅
に
な
り
、
翌
々

年
に
は
増
便
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

千
代
田
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ
範
囲

が
伊
勢
原
駅
ま
で
延
伸
さ
れ
、
多
く

の
人
に「
伊
勢
原
」の
名
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

大
須
賀　
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡

充
し
、
都
心
と
近
く
な
り
ま
し
た

ね
。
現
在
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
奨
な

ど
で
郊
外
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
神
奈
川
県
の
中
心
に
位
置
し
、

自
然
豊
か
な
伊
勢
原
は
魅
力
的
な
エ

リ
ア
で
す
。

　

当
社
で
は
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
や
産
業
能

率
大
学
と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
産
学

官
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
広
が

り
、
暮
ら
し
が
よ
り
快
適
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
近
場
の
観
光
）が
脚
光
を
浴
び
て
い

ま
す
。
昨
年
11
月
の
大
山
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
利
用
者
は
、
過
去
２
番
目
の
多

さ
と
な
り
ま
し
た
。
市
の
事
業
に
よ

る
ク
ー
ポ
ン
配
布
の
効
果
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
小
田
急
グ

ル
ー
プ
も
ガ
イ
ド
付
き
の
大
山
詣
り

体
験
ツ
ア
ー
や
宿
坊
宿
泊
プ
ラ
ン
の

発
売
な
ど
、
体
験
機
会
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
参
加
型

髙
山　
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
イ
ン
フ
ラ
を

提
供
す
る
小
田
急
グ
ル
ー
プ
か
ら
、

大
須
賀
賴
彦
特
別
社
友
を
お
招
き

し
、
今
後
の
展
望
や
本
市
と
の
関
わ

り
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
須
賀　
お
招
き
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

懐
か
し
い
伊
勢
原
駅
の
姿

髙
山　
本
市
は
昭
和
46（
１
９
７
１
）

年
に
町
か
ら
市
に
な
り
ま
し
た
が
、

大
須
賀
さ
ん
が
入
社
さ
れ
た
の
も
、

そ
の
こ
ろ
で
す
ね
。

大
須
賀　
伊
勢
原
駅

が
橋
上
駅
舎
化
さ
れ

た
翌
年
に
入
社
し
ま

し
た
。
当
時
の
小
田

急
は
、
旅
客
だ
け
で

な
く
荷
物
や
貨
物
も

輸
送
し
て
い
ま
し

た
。
濱
田
精
麦
さ
ん

が
近
く
に
あ
る
伊
勢

原
駅
に
は
、
下
り
線

南
側
に
貨
物
専
用
の

５
番
ホ
ー
ム
が
あ

り
、
時
折
、
山
の
よ

う
に
積
ま
れ
た
袋
か

ら
小
麦
粉
が
こ
ぼ
れ

て
ホ
ー
ム
や
線
路
が

真
っ
白
に
な
っ
て
い
た
光
景
を
覚
え

て
い
ま
す
。
当
時
の
乗
降
人
員
は
１

日
当
た
り
２
万
３
０
０
０
人
程
度
で

す
か
ら
、
今
の
４
割
く
ら
い
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
小
田
急
線
全
体
も

含
め
、
輸
送
人
員
は
大
き
く
増
え
て

い
き
ま
し
た
。

髙
山　
当
時
の
伊
勢
原
市
の
人
口
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
大
山
こ
れ
か
ら
会

議
」な
ど
を
通
じ
て
、
魅
力
向
上
と

観
光
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
。

髙
山　
好
機
を
捉
え
て
、
新
た
な
試

み
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
使
っ
た
聖
火

　
リ
レ
ー
で
知
名
度
向
上
を

髙
山　
東
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー
で

は
大
山
が
ル
ー
ト
に
選
ば
れ
、「
特

殊
区
間
」と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

県
内
１
日
目
の
６
月
28
日
は
、
箱
根

を
出
発
し
、
伊
勢
原（
大
山
）、
小
田

原
、
藤
沢（
江
の
島
）と
小
田
急
電
鉄

を
代
表
す
る
観
光
拠
点
を
ラ
ン
ナ
ー

が
駆
け
巡
り
ま
す
。

　

特
に
伊
勢
原
で
は
、
小
田
急
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
大
山
観
光
電
鉄
の

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
の
輸
送
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

大
須
賀　
小
田
急
、
そ
し
て
伊
勢
原

の
魅
力
が
多
く
の
人
に
伝
わ
る
絶
好

の
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

髙
山　
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
使
っ
た
輸

送
は
全
国
で
伊
勢
原
だ
け
で
す
。
う

ま
く
情
報
発
信
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

変
化
が
求
め
ら
れ
る

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

髙
山　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
暫
定
的
に
１
月
20

日
か
ら
終
電
繰
り
上
げ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
正
式

に
繰
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
鉄
道
運

営
に
お
い
て
感
染
症
の
影
響
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。

大
須
賀　
ま
ず
は
、
感
染
拡
大
防
止

に
最
善
を
尽
く
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
鉄
道
は
本
来
、
電
気
や
ガ
ス
、

水
道
と
同
様
、
人
々
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。
ど
ん
な
と
き
も

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
駅
の

改
札
口
や
券
売
機
の
消
毒
、
車
両
の

抗
菌
処
理
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
高
度
な

技
術
を
要
す
る
保
守
作
業
に
従
事
す

る
社
員
の
作
業
環
境
の
改
善
が
目
的

で
す
。
働
き
方
改
革
を
通
じ
て
、
鉄

道
の
持
続
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
も
、

従
来
の
姿
に
は
戻
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
在
宅
勤
務
や
フ
ー
ド
デ
リ

バ
リ
ー
な
ど
が
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
生
活
様
式
は
今
後
も

継
続
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
多
岐
に
わ

た
る
事
業
を
行
う
当
社
も
、
事
業
を

変
革
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
人
は
移
動
す
る
こ
と
で

出
会
い
、
文
化
を
育
み
、
人
生
を
豊

か
に
し
ま
す
。
移
動
を
担
う
事
業
者

と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を

的
確
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。
小
田
急
で
は
、
複

数
の
交
通
手
段
を
連
携
さ
せ
る
次
世

約
４
万
５
０
０
０
人
で
し
た
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
人
口
に
比
例
し
て
増
え
て

き
た
ん
で
す
ね
。

　

大
須
賀
さ
ん
が
市
内
に
お
住
ま
い

に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
で

し
ょ
う
か
。

大
須
賀　
昭
和
56（
１
９
８
１
）年
か

ら
高
森
に
住
ん
で
い
ま
す
。
最
寄
り

の
愛
甲
石
田
駅
は
当
時
平
屋
で
、
改

札
口
も
下
り
線
側
の
１
カ
所
だ
け
で

し
た
。
家
の
近
く
に
は
田
ん
ぼ
が
広

が
っ
て
い
て
、
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
を

聞
き
な
が
ら
通
勤
し
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。

髙
山　
愛
甲
石
田
駅
の
周
り
は
企
業

や
学
校
も
増
え
、
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
し
た
。　

　

今
ま
で
に
大
須

賀
さ
ん
が
関
わ
ら

れ
た
事
業
で
、
特

に
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

大
須
賀　
な
ん
と

い
っ
て
も
複
々
線

化
で
す
ね
。
会
長

を
退
く
直
前
に
完

成
し
た
事
業
で
、

悲
願
だ
っ
た
ラ
ッ

シ
ュ
時
間
帯
の
混

雑
緩
和
と
移
動
時

間
の
短
縮
が
で
き

ま
し
た
。

髙
山　
ま
さ
に
大
事
業
で
す
ね
。
ご

苦
労
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

故
郷
に
似
て
い
る

　
伊
勢
原
の
地
域
資
源

髙
山　
お
生
ま
れ
は
福
岡
県
と
の
こ

と
で
す
が
、
故
郷
と
本
市
に
似
て
い

る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

市制施行50周年記念事業

記念式典を延期します

「広報いせはら」で見る50年の歩み展

インターネット広告

番組・映像

グラフ誌

各種媒体を使い、50周年をお祝い
しています。市ホームページ「市制
50周年サイト」から、または右のＱ
Ｒコードからご覧になれます。

市民の方のお話や、世界を舞台に活躍する競泳選
手、塩浦慎理さんの故郷への思いなどを掲載してい
ます。
※神奈川新聞社のウェブサイト「カナロコ」にリンク
しています

２月２8日にtvk（テレビ神奈川）で放送された記念
番組と、市のこれまでの歩みを写真などで振り返る
映像です。

市政の変遷や各分野で活
躍する市民の皆さんへのイ
ンタビューなどを掲載して
います。
関係各所に配布するほか
図書館や市ホームページで
ご覧になれます。

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、
３月１日（月）に予定していた市制施行50周年記念式典
は、令和３年度に延期して開催します。
開催日は決まり次第、広報や市ホームページなど
でお知らせします。
秘書課 94-484３

50年分の広報いせはらの中か
ら、主な出来事を掲載した号を
展示しています。
期　間　�３月３１日（水）まで
時　間　�午前７時45分〜午後9時

（土・日曜日、祝日は
午前9時から）

ところ　�横浜銀行伊勢原支店１階シティプロモー
ションコーナー

広報戦略課 94-48６4

小田急電鉄株式会社特別社友

大
お お

須
す

賀
が

賴
よ り

彦
ひ こ

さん 髙山松太郎市長

大須賀　賴彦さん
昭和18（1９43）年福岡市生まれ。早稲
田大学卒業後、43（1９６8）年に小田急
電鉄株式会社に入社。平成17（２００５）
年に同社取締役社長、２3（２０11）年に
取締役会長に就任。２7（２０1５）年秋の
叙勲で旭日重光章を受章。現在は特
別社友として社外活動や地域社会へ
の貢献に取り組まれています。

昭和46年の伊勢原駅

©tvk



６７ 第1217号　令和3（2021）年3月1日第1217号　令和3（2021）年3月1日 広  報

▪時日時　▪場場所　▪対対象　▪定定員　▪費費用　▪申申し込み　▪締締め切り
▪問問い合わせ　▪担担当　　薀電話番号　 FAX番号　 メールアドレス

お知らせ information

伊勢原のオススメ度を教えてくだ
さい（webアンケートにご協力を）

シティプロモーション活動を進める
基礎資料とするため、「伊勢原を薦
めたいか」という推奨度などを伺い
ます◇回答方法＝市ホームページ

「市へのご意見 web
アンケート」から※
右のQRコードから
も回答できます▪締3
月14日（日）
▪担広報戦略課薀94-4864

いせはら分別ガイド、令和3年度
ごみと資源収集カレンダーを配布

ごみや資源の分別方法などをお知ら
せする「いせはら分別ガイド」と、地
区別の収集日などを記載した「令和3
年度ごみと資源収集カレンダー」を
作成しました。自治会加入世帯には
自治会を通じて配布します◇市役所
や各公民館、市役所駅窓口センター
でも配布するほか、市ホームページ

「環境･衛生･ごみ」から入手･閲覧で
きます

▪担環境美化センター薀94-7502

生活困窮者の自立支援制度
働きたくても働けない、失業して家
賃が払えないなど生活全般にわたる
相談ができます。
自立相談支援事業
支援員が状況に応じた助言や支援を
行います。
住居確保給付金事業
住居を失う恐れのある人に対し、就
労に向けて活動することを要件に、
家賃相当額を一定期間支給します※
資産収入などに関する要件を満たし
ている人が対象。上限あり
▪担生活福祉課薀94-4726

ねんきんダイヤルをご活用くだ
さい

国民年金や厚生年金について相談で
きます◇固定電話･携帯電話から＝薀
0570-05-1165（ナビダイヤル）◇050で
始まる電話から＝薀03-6700-1165◇
受付時間＝平日の午前8時30分～午
後5時15分（月曜日は午後7時まで）、
第2土曜日の午前9時
30分～午後4時※基
礎年金番号をご用意
ください
▪担保険年金課薀94-4520

会計年度任用職員を募集
市役所業務の補助や専門的な業務を
行う非常勤職員を募集します。勤務
条件など詳しくは、市ホームページ
「職員採用」か各担当で配布する募集
案内で確認を。
一般事務
◇従事内容＝児童手当の現況届の受
付･入力業務◇募集人数＝3人◇任用
期間＝5月10日～最長9月30日▪締3月
10日（水）
▪担子育て支援課（市役所1階）
薀94-4633
校務整備員
◇従事内容＝小学校の環境整備◇募
集人数＝2人◇任用期間＝4月1日か
ら1年間▪締3月8日（月）
▪担教育総務課（市役所5階）薀74-5104

催　　し 講座・教室など
event

ビデオ会議ツールZoomを学ぼう
コロナ禍で需要が高まっているオン
ラインツール「Zoom」の使い方を、
自分のパソコンやスマホを使って学
ぶ▪時3月16日（火）①午前10時～11時
②午後1時30分～2時30分▪場図書館▪対
W i-Fiが使用できるパソコンかス
マートフォン、タブレットを持って
いる人各回10人（申込順）
▪担広報戦略課薀94-4864

防災講演会「大規模災害に備えて」
防災システム研究所所長の山村武彦
氏が講演▪時3月13日（土）午前10時～
11時30分▪場市民文化会館小ホール▪定
80人（申込順）
▪担危機管理課薀94-4865

こころ･子どもに関するオンライ
ン講演会

医療や心理の専門家による4講演の
動画を公開。市ホームページ「子育
て・教育」からご覧ください◇下のQR
コードからも視聴できます▪時3月5日

（金）～4月1日（木）午後
5時◇各講演を1週間ず
つ公開、いずれも字幕
付き
▪担子ども家庭相談課薀94-4642
　教育センター薀74-5253

子ども科学館　薀92-3600

展示室の利用やプラネタリウム、工
作教室など館内のイベントは全て予
約制で、人数制限があります。詳し
くは施設かホームページで確認を。

※入館料は展示室利用料、観覧料はプラネタリ
ウム利用料です
☆印は入館料･観覧料がかかりません

大人 小•中
学生

4歳以上
小学生未満 4歳未満

入館料 300円 100円 無料
無料

観覧料 500円 200円 200円

プラネタリウム投影時間

土･日曜日、 祝日 10：30〇/13：30◎/
15：30■

○＝ 親子・一般向け番組「HAYABUSA2」
◎＝親子・一般向け番組「銀河鉄道の夜」
■＝親子・一般向け番組「ハナビリウム」

天体観察会｢クーデの日｣☆
星の話を聞き、天体望遠鏡で惑星や
星雲･星団を観察▪時3月20日（土）①午
後7時～7時30分②午後7時30分～8時
▪定各回2組（1組5人まで、申込順）▪申3
月3日（水）午前9時から電話で担当へ
※中学生以下は保護者同伴、雨天･
曇天時は中止

図書館　薀92-3500

野の会による視覚障がい者向け
対面朗読サービス

希望する人は電話で申し込みを。

　新型コロナウイルス感染症の影響
で、掲載しているイベントなどが中
止や延期となる場合があります。詳
しくは各担当か市ホームページ「新
型コロナウイルス感染症に伴うさま
ざまなお知らせ」でご確認ください。
　イベントなどに参加する際は、検
温やマスク着用、手洗いなどの予防
対策にご協力ください。

※費用の記載がないものは原則無料です。お問い合わせは各担当へ、郵送は
「〒259-1188伊勢原市役所◯◯◯課」で届きます（住所の記入は不要です）
※催しなどの対象は原則、市内在住･在勤･在学の人です

催し中止・延期のお知らせ
　新型コロナウイルスの感染拡
大を防ぐため、次の催しは中止・
延期します。ご理解をお願いし
ます。
中止する催し
◇大山登山マラソン大会
◇大山登山マラソン講習会
▪担スポーツ課薀94-4628
延期する催し
◇第30回大山とうふまつり
▪担商工観光課薀94-4729

電話番号のおかけまちがいにご注意ください

新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント
などが中止となっている場合があります

● イ ベ ン ト ●

●歴史講演会 ｢古墳｣ってなんだろう
祝 百舌鳥･古市古墳世界遺産登録◇
文化庁支援事業▪時3月13日（土）午前10
時～正午▪場中央公民館▪定44人（申込順）
▪問伊勢原郷土史研究会･飯島
薀95-4338（午後6時以降）

みんなの伝言に掲載を希望する人は、掲載希望号発行日の2カ月前から1カ月前
までに書面で広報戦略課へ。先着順に受け付けます。

3 月 の 相 談 会場は原則、市役所1階市民相談室
費用はすべて無料
　　マークは予約制、〔　〕は相談員予約

消
費
生
活
相
談

月～金曜日
9：30～12：00、 13：00～16：00
訪問販売など契約に関するト
ラブルの苦情や相談
〔消費生活相談員〕
▪担消費生活センター　薀95-3500

▪担平塚保健福祉事務所秦野センター保健予防課
薀82-1428（代）

4日（木）•5日（金）
13：30～16：00
精神的な不調やアルコールの
問題など〔専門医〕
会場＝伊勢原シティプラザ

認
知
症
相
談

精
神
保
健
福
祉・

予約
10日（水）13：00～15：00
高齢者や障がい者の契約行為
や財産管理における権利擁護
についての相談〔行政書士〕
会場＝伊勢原シティプラザ
▪担成年後見･権利擁護推進センター
薀94-9600

行
政
書
士
相
談

成
年
後
見
な
ど
の

予約

▪締3月19日（金）
▪担建築住宅課　薀94-4782

24日（水）13：00～16：00
管理組合の運営や大規模修繕
工事に関する相談
〔マンション管理士〕

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談

予約

17日（水）16：00～18：00
高齢者や障がい者に関する法
律相談〔弁護士〕
会場＝伊勢原シティプラザ

な
ど
の
法
律
相
談

高
齢
者･

障
が
い
者

▪担成年後見･権利擁護推進センター　
薀94-9600

予約

法
律
相
談
▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

 5日（金）•12日（金）•
19日（金）•26日（金）
13：00～16：00
相続･夫婦･金銭のトラブル、
多重債務などの相談〔弁護士〕
◎予約は、相談日の週初めから

予約

　税務相談と人権相談は、3月中
は市役所での相談を中止します。
▪担人権･広聴相談課 
薀94-4717（税務）薀94-4716（人権）

3/1～31
緊急事態宣言発出中は、一般利用を
休止します（図書館を除く）。詳しく
は各施設にお問い合わせください。

国民健康保険税�������������������12期分
介護保険料 ��������������������������12期分
後期高齢者医療保険料 ���������9期分

納期のお知らせ
納期限3月31日（水）

市内の交通事故件数

伊勢原警察署調べ （　）内は前年比

1月
発　生 24（+4）
死　者  0（±0）

負
傷
者

計 25（－1）
重  0（－1）
軽 25（±0）

▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

11日（木）13：00～16：00
登記、相続、遺言、多重債務、
成年後見制度などの相談
〔認定司法書士〕

司
法
書
士
相
談

予約

行
政
書
士
相
談▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

8日（月）•22日（月）
13：30～16：00
行政手続き書類作成や遺言、
相続、会社設立の書類作成方
法などの相談〔行政書士〕

予約

不
動
産
相
談▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

18日（木）13：30～16：00
土地や建物の取引や賃貸に関
する相談〔宅地建物取引士〕

予約

▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

10日（水）13：30～16：00
年金や社会保険、労働災害な
どに関する相談
〔社会保険労務士〕

社
会
保
険
労
務
士
相
談

予約

行
政
相
談▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

17日（水）13：30～16：00
国の行政全般に関する苦情や
要望など〔行政相談委員〕

予約

3月15日号の配布について
　広報いせはら3月15日号は、3
月15日（月）が新聞休刊日のため
3月16日（火）に新聞折り込みお
よび戸別配布をします。
▪担広報戦略課薀94-4864

　ひとり暮らしの高齢者などが自
宅で救急車を呼び、医療行為を受
ける際に必要な個人情報を備える
ものです。キットに緊急時の連絡
先や現在かかっている病気、かか
りつけ医などの情報を記入した医
療情報シートを入れて冷蔵庫に保
管することで、万が一の救急時に
迅速な救命活動を行う手助けとな
ります。ほかにも、健康保険証や
お薬手帳の写しなどを入れておく
と安心です。詳しくは担当にお問
い合わせください。
入手方法　市役所1階の各配布窓
口にある利用申込書に記入し、提
出してください。希望に応じて医
療情報シートの記入をお手伝いし
ますので、保険証、お薬手帳、か
かりつけ医や緊急連絡先が分かる
ものをご持参ください※配布は1
世帯1セット、申込書は市ホーム
ページ｢健康･福祉｣→｢高齢者･介

護｣からも入手できます

▪担福祉総務課薀94-4718

対　象　者 配布窓口
◇65歳以上のひと
り暮らしの人(昼
間一人になる人も
含む)
◇65歳以上の人だ
けの世帯

介護高齢課

◇ひとり暮らしの
障がい者＊、障がい
者だけの世帯、障
がい者と65歳以上
の人の世帯
＊障がい者…障害者
手帳1･2級の人、療育
手帳A1･A2の人、精
神障害者保健福祉手
帳1級の人

障がい福祉課

救急安心キットを配布しています

図書館

子ども科学館

市民文化会館

公民館

市体育館

いせはらサンシャイン・スタジアム

武道館

行政センター体育館･弓道場

3/1～5、 8•15•22•23•29

3/1～5、 8•15•22•23•29

3/1•8•15•22•29

3/1•8•15•22•29

3/1•8•15•22•29

3/1～9、 15•22•29

3/1•8•15•20•22•29
※中央公民館は3/1･8･15･22は開館
※大田公民館は3/15は開館

3/8•22

※3/2～5は施設点検休館

※3/2～5は資料整理休館

　東日本大震災の発生から間もな
く10年を迎えます。当時は市内で
も震度5弱を記録し、停電や帰宅困
難者など多くの被害が出ました。
　地震の被害は、事前の備えと発
生時の適切な行動によって軽減で
きます。この機会に今一度、家族
で防災対策を見直してみませんか。

日ごろの備え
住まいの安全点検を
　地震対策で最も重要なことは、
自宅の耐震化と家具の固定です。
特に寝室は、倒れた家具が避難経
路をふさいで逃げ遅れ
る危険があります。壁
や天井に固定したり、
配置を工夫したりして
転倒を防ぎましょう。
家族との連絡手段を確認
　離ればなれになった場合の連絡
方法や集合場所を決めておきま
しょう。電話がつながりにくいと
きは、災害用伝言ダイヤル｢171｣
や、携帯電話各社の災害用伝言板
サービスを利用すると連絡が取り
やすくなります。
防災用品を準備
◇非常持出品＝3日分の飲料水や
非常食、常備薬などの生活必需品
を1人1個のリュックに入れ、すぐ
持ち出せる場所へ。 
感染症対策のため
マスクやウエット
ティッシュ、消毒
液も忘れずに
◇非常備蓄品＝2週間分の水や食

料、生活用品を押し入れや物置へ。
カセットコンロは電気･ガスが止
まっても調理ができるので、予備
のガスボンベと一緒に用意してお
くと便利です
※どちらも定期的に保存状態や在
庫を確認し、補充･交換しましょう

　大地震の発生後は交通機関
が停止することが予想されま
す。徒歩で帰宅できるよう、
普段からペットボトルや携帯
電話の充電器を持ち歩いた
り、職場に歩きやすい靴を備
えたりしておくと安心です。

いざというときは
正しい情報を収集
　防災いせはら、くらし安心メー
ル、テレビ･ラジオのほか、市や
各機関のホームページ･SNSなど
で正確な情報を確認しましょう。
外出先で被災したら…
　まずは身の安全を確保し、職場
や学校、一時滞在施設などにとど
まることを考えましょう。
　｢災害時帰宅支援ステーション｣
のステッカーがあるコンビニや飲
食店、ガソリンスタンドでは、水
道水やトイレ、
情報の提供を受
けられます。体
力に応じて休憩
をとりながら、
余裕をもって帰
りましょう。
▪担危機管理課薀94-4865

改めて考えよう 防災対策

このステッカーが目印です

救急隊が玄関ド
アの内側や冷蔵
庫のステッカー
を見て、冷蔵庫
に保管してある
救急安心キット
を確認します

登録しよう
いせはらくらし安心メール

下のQRコードを読み込
むか、isehara@emp-sa.
smart-lgov.
jpに空メール
を送信してく
ださい。

窓口の混雑緩和にご協力ください
～市役所での手続きは余裕をもって～

　例年、3月下旬から4月上旬は
引っ越しなどの手続きをする人が
集中するため、市役所窓口が混雑
します。新型コロナウイルスの感
染拡大防止のためにも、混み合う
時間帯を避ける、市役所以外で手
続きをするなど混雑緩和にご協力
をお願いします。
※過去の状況から予想される混雑
状況を、市ホームページ｢くらし
のガイド｣→｢届出･登録･証明｣に
掲載していますので、来庁時の参
考にしてください（天候などによ
り、状況は変化します）

土曜開庁をご利用ください

　第2･4土曜日の午前中は次の窓
口を開庁しています。
◇戸籍住民課、保険年金課、子育
て支援課、収納課
※一部、受付や当日処理ができな
い事務がありますので、事前に各
担当窓口へご確認ください

郵送でも手続きができます

　次の手続きは郵送でも可能です。
◇転出届、住民票の写しの請求、
戸籍証明の請求、マイナンバー
カード交付申請書の請求
※手続き方法など詳しくは、担当か

市ホームページでご確認ください

各種証明書の取得について

　住民票の写しや印鑑登録証明な
どの各種証明書は、市役所駅窓口
センターやコンビニエンスストア
でも取得できます。取得できる証
明書の種類や手続き方法など詳し
くは、担当か市ホームページでご
確認ください。
自動交付機（市役所
正面玄関横）
　市民カードと暗証
番号が必要です。

【平日】午前8時30分～午後7時
【土•日曜日、祝日】午前8時30分～
午後5時
市役所駅窓口センター（伊勢原駅
自由通路内）
薀91-5833

【平日】午前9時30分～午後8時
【土•日曜日、祝日】午前9時30分～
午後5時
コンビニ交付
　個人番号カード（マイナンバー
カード）と暗証番号が必要です。
マルチコピー機が設置されている
全国のコンビニエンスストアで利
用できます。
▪担戸籍住民課薀94-4713

推奨度・認知度アンケート
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コロナ禍でも近場で楽しみな
がら、地元の経済や観光を応援
しようと始まった8市町村連携
企画「かなかまとなりっぷ」。

昨年10月から各市町村の広報
などで、おすすめスポットや近
場で楽しむ様子を撮影した写真を募集し、1500枚を超
える応募がありました。応募写真の一部をつなぎ合わ
せた動画をYouTubeで公開します。市ホームページ

「いせはらシティプロモーション」または「かなかまと
なりっぷ」公式チャンネルからご覧ください。

今後も感染予防対策が欠かせない日々が続きます
が、近隣自治体で力を合わせ、この困難を乗り越えて
いきましょう。

広報戦略課 94-4864

3月1日は市公式イメージキャラクター クルリンの
お誕生日です。

今年も、全国のおともだちキャラクターからお祝い
のメッセージが届きました。

市ホームページやクルリンのツイッターで紹介して
いますので、ぜひご覧ください。

広報戦略課 94-4864

上映劇場　シネプレックス平塚、イオンシネマ座間 ほか

上映スケジュールなど詳しくは で検索

市内には14軒を超える花の生産者がお
り、切り花や鉢物を栽培していますが、
コロナ禍が長期化する中、イベントの中
止などにより花の需要が落ち込む「フラ
ワーロス」の影響が深刻になっています。

花はその華やかな見た目と香りから、心に潤いと安らぎが得られる効果
があり、室内にこもりがちな今、気分をリフレッシュするのにぴったりで
す。これからの季節はバラやカーネーションが最盛期を迎えますので、贈
り物にもおすすめです。

家庭や職場に飾ったり、大切な人やお世話になった人に贈ったり…。ぜ
ひ市内の直売所や小売店で花を買って、地域の生産者や小売店の皆さんを
一緒に応援しませんか。

農業振興課 94-4648

伊勢原が舞台の映画
「ツナガレラジオ～僕らの雨

あ ふ り

降Days～」が公開中

ハッピーバースデー！クルリン

山
車
に
乗
る
か
ら
く
り
人
形

～
三
之
宮
比
々
多
神
社
春
季
例
大
祭
～

山
車
は
３
地
区（
三
ノ
宮
、
栗

原
、
神
戸
）が
所
有
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
柱
の
先
端
に
は
、
ほ

ぼ
等
身
大
の
か
ら
く
り
人
形
が

乗
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
全
て
の

人
形
に
モ
デ
ル
が
い
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。

三
ノ
宮
の
加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代

初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
武
将
で

す
。
熊
本
城
を
築
城
し
た
ほ
か
、

や
り
の
名
手
と
し
て
も
名
高
く
、

人
形
に
は
朝
鮮
出
兵
時
の
雄
姿
が

か
た
ど
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も

熊
本
県
民
に
親
し
ま
れ
、
例
年
７

月
に
行
わ
れ
る「
清せ
い

正し
ょ

公こ

ま
つ
り
」

で
は
清
正
に
ふ
ん
し
、
や
り
を

持
っ
た
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
練

り
歩
き
ま
す
。

栗
原
の
熊く

ま

谷が
い

直な
お

実ざ
ね

平
安
時
代
の
末
期
か
ら
鎌
倉
時

代
に
、
武
蔵
国
熊
谷
郷（
現
在
の

埼
玉
県
熊
谷
市
）を
本
拠
地
と
し

た
武
将
で
す
。
人
形
は
、
歌
舞
伎

「
一い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

谷
嫩
軍
記
」の
一
場
面
で
、
源

平
合
戦
の
一
ノ
谷
の
戦
い
で
波
打

ち
際
を
敗
走
す
る
平
敦
盛
を
扇
で

呼
び
止
め
、
一
騎
打
ち
を
申
し
出

る
姿
を
模
し
て
い
ま
す
。

神
戸
の
荒あ

ら

獅じ

子し

男お
と
こ

之の

助す
け

子
ど
も
が
泣
き
出
す
ほ
ど
恐
ろ

し
い
顔
つ
き
の
人
形
は
、
歌
舞
伎

「
伽め
い

羅ぼ
く

先せ
ん

代だ
い

萩は
ぎ

」の
登
場
人
物
で

す
。
君
主
の
命
を
狙
い
、
妖
術
で

ネ
ズ
ミ
に
化
け
た
仁に
っ

木き

弾だ
ん

正じ
ょ
うを
踏

み
つ
け
、
鉄
の
扇
で
た
た
き
つ
け

る
シ
ー
ン
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は「
三
国
志
」の
猛

将
、
張
飛
の
人
形
だ
っ
た
時
代
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

か
ら
く
り
人
形
に
込
め
た
想
い

な
ぜ
こ
の
３
人
が
選
ば
れ
た
の

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

民
の
た
め
に
戦
う
リ
ー
ダ
ー
を
求

め
、
あ
が
め
る
こ
と
で
地
域
住
民

の
心
を
一
つ
に
し
よ
う
と
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
元
の
お
祭
り
を
調
べ
る
中
で

改
め
て
、
地
域
で
気
持
ち
を
一
つ

に
し
て
コ
ロ
ナ
終
息
へ
向
け
て
頑

張
り
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

三
之
宮
比
々
多
神
社
で
は
毎
年

４
月
22
日
に
、
豊
作
を
祈
願
し
国

土
創
造
の
神
を
た
た
え
る
春
季
例

大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
１
３
０
０

年
以
上
続
く
伝
統
行
事
で「
三
さ
ん
の

宮み
や

祭さ
い

」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

桜
が
満
開
を
迎
え
る
中
、
比
々

多
の
杜も
り

に
響
き
渡
る「
弥い
や

遠と
お

に
栄

え
た
ま
え
」の
叫
び
声
と
暴
れ
み

こ
し
。
そ
れ
に
続
く
３
基
の
山
車

は
高
さ
が
約
７
・
６
メ
ー
ト
ル
あ

り
ま
す
。
氏
子
た
ち
が
力
を
合
わ

せ
て
引
っ
張
る
姿
は
、
古
き
良
き

村
祭
り
の
風
景
そ
の
も
の
で
す
。

春季例大祭の様子。3つの山車が繰り出す姿は壮観です

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
川
戸
光
久
さ
ん

「かなかまとなりっぷ」
公式チャンネル

｢お花｣のある毎日で農家を応援

｢みんなのかなかまとなりっぷ｣動画を公開
～3月1日（月）正午から～

ツナガレラジオ


